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１2 月例会ご案内
１２月１４日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 「森 政弘」氏について第2回

場所  ： 港区商工会館

参加費 ： 1000円

担当  ： 自由討論

10 月例会報告にありますように、榊原氏が取り上げ

た森政弘先生のお考えが物事の本質をついているの

で、11 月例会では森政弘先生のお考えを更に深く理

解しようということで自由討論を行いました。

改めて榊原氏から、御著書『矛盾を活かす超発想』か

ら引用された『「三性」の理』についての報告をいた

だいた。古川彰久氏からは、御著書『ロボット博士森

政弘の仏教入門』の内容の紹介、石田金次郎氏からは、

御著書『発想工学のすすめ : やわらかい機械』およ

び『親子のための仏教入門―我慢が楽しくなる技術』

の中から先生のお考えのポイントを指摘いただいた。

先生の仏教への理解とロボット博士としての経歴に

興味があるので、12月も引き続き第2回目とする。

「森 政弘」氏は以下のような経歴の方です。

森 政弘（もり まさひろ、1927年(昭和2年)2月12日[1]

- ）は、日本の工学者、仏教徒。東京工業大学名誉教授、

工学博士（東京大学）[6]。オートメーションやロボットの

研究で先駆的な研究実績を持ち、創造性や仏教に関する著

書や講演も多い。ロボットコンテストの創始者であり、

「ロボコン博士」の異名も持つ。紫綬褒章、勲三等旭日中

綬章を受勲。

東京大学生産技術研究所助教授、東京工業大学制御工学科

教授、(株)自在研究所代表取締役、日本ロボット学会会長

を歴任。早期にロボットハンドや人工心肺の自動制御、人

工筋肉や群ロボットの研究開発に着手し、サイバネティッ

クモーションや不気味の谷といった新概念も提唱した。自

動製糖システムや自然力推進ボートなどの産学連携研究で

も実績を残している。

主な著書

『制御と情報』 日本放送出版協会。

『森政弘の仏教入門』 佼成出版社。

『心眼 : エサしか視えないカエル』 佼成出版

社。

『「非まじめ」のすすめ：ゴミを砂金にする発

想』講談社。

『超常識：平凡のなかの非凡のすすめ』ダイヤモ

ンド社。

『発想工学のすすめ : やわらかい機械』 講談

社。

『機を活かす発想』 プレジデント社。

『「ひらめき」能力が身につく本―脳が全機すれ

ばすべてよし』 徳間書店。

『「非まじめ」思考法』 講談社。

『「非まじめ」のすすめ : 千輪車の発想』 講談

社〈講談社文庫〉。

『ロボット博士森政弘の仏教入門』 三笠書房。

『「機」を活かす発想』 PHP研究所。

『矛盾を活かす超発想』 講談社。

『無分別のすすめ―自在に自分を動かす』 PHP研

究所。『頭の自遊自在学 : 「ここ掘れ,ワンワ

ン」が上手くなる』 講談社。

『≪非まじめ≫をきわめる－隠された≪知慧の威

力≫』 講談社。

『ロボコン博士のもの作り遊論』 オーム社。

『機械部品の幕の内弁当―ロボット博士の創造へ

の扉』 オーム社。

『森政弘の仏教入門（新装版）』 佼成出版社。

『おもしろ工作実験―作る!動かす!楽しむ!』 オ

ーム社。

『今を生きていく力「六波羅蜜」』 教育評論社。

『親子のための仏教入門―我慢が楽しくなる技

術』 幻冬舎〈幻冬舎新書〉。

『退歩を学べ――ロボット博士の仏教的省察』 佼

成出版社。

『仏教新論』 佼成出版社。

『ロボット考学と人間 未来のためのロボット工

学』 オーム社。
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１０月例会報告
１０月１２日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± の意味の解説

場所  ： 港区商工会館

担当  ： 榊原 高明

城野先生の重要な指針の一つである「両面思考」は物

事を多面的に見る視点を持てるので、しばしば利用し

てきました。

ただ、メスとドスの関係の様に、何故同一のものが、

プラスに働いたり、マイナスに作用するのか、その理

由を考え続けてきました。

その結果、森 政弘さん（当時 東工大教授、ロボッ

ト博士として有名）の著書の中で、この疑問解明のヒ

ント--「無記（むき）」という仏教用語に出会いまし

た。

無記とは、善でも悪でもないもの。それ以前のものの

意味。

表題の 【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± とは――

【Ⅿ】：無記（むき-Muki）

【ｈ】：人間（human）

± :結果、プラス面マイナス面、善と悪

１.無記とは

森さん曰く：この知慧は大自然のもの。釈尊の発明

ではなく、釈尊が発見された天地の真理。仏教は「無

記」を発見した。これは人類の知恵の歴史の上で特筆

すべきことである。

⑴あらゆるものについて、善悪、役に立つ、立たない

の価値観を持ち込まない。

⑵悪作用を示すものも、制御して使えば善なる作用を

する。（悪の善転）

⑶善も悪への転落の可能性を有する。（善の悪転）

２.無記の具体例

⑴ 【メスとドス】

無記：先端が薄く尖ったへら

プラス面：メス（善）

マイナス面：ドス（悪）

同じ刃物が、なぜプラスに働いたり、マイナスに作用

するのか。その理由は式【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± の

【ｈ】＝人間の項にある。無記にどう人間が係るか、

それ次第でプラスにもマイナスにも作用する。刃物に

初めから両面あった分けではない。

我々はつい善とか悪といった価値は外側の物体に付

着していると思いがちである。善悪は客体の属性だと

信じ込んでしまい易い。

城野先生流に解釈すれば、ドスが悪いからと言って、

刃物をこの世から抹殺したら、メスも存在しなくなる。

もし、あなたが盲腸になってしまい、手術を受けよう

としてメスがなかったら、ゾットしませんか。

いいメスというのはよく切れるということ。よく切

れるメス、鋭いメスが、いいメスなので、そういう

ネスで手術すれば痛くない。ところが、よく切れる

メスは、ドスに使った時に非常に危ないドスになる。

ということは、「善」から「悪」へ転じたときに、善

性の強いものは悪性が強くなることになる。

この逆に、もし緊急時にメスがなかったとしても、

よく切れる「危ない」ドスがあれば、よいメスにな

る。

したがって善から悪へ、悪から善へ転じた後は、悪

性の強いものは善性が強いし、善性の強いものは悪

性が強いといえる。

「物事には善悪、良い悪いの両面がある」と単純に

いってしまうのは誤りである。物事に善悪両面はな

い。極論的に言ってしまえば、ものごとには「無記」

の一面だけしかない。

⑵ 【自動車】

無記：（仮）車輪と動力源のついた乗りもの

プラス面：救急車、運輸の主力、自家用車

マイナス面：走る凶器、交通事故、大気汚染

マイナス面が発現するのは、ハンドルを握る人間の

心、また技術レベルが低いことによる。

⑶ 【窃盗犯】

無記：戸締りに詳しい

プラス面：防犯協会顧問として有能（善）

マイナス面：犯罪者、ドロボウ（悪）

通常は犯罪者を顧問にするなどの発想は出てこな

いでしょう。しかし、窃盗犯の無記が、「戸締りに詳

しい」と観れば、改心した窃盗犯はこんなに心強い

協力者はいないはず。これを「悪の善転」と言いま

す。改心した窃盗犯が大物＝大悪であればあるほど、

大いに役立つ＝大善に転ずることができる。

怖いのは、同じ理屈で大善は大悪に転ずる可能性が

あること。

普通なら、悪人を善人に変えるに際しては、彼の悪

い部分を取り除くという発想になる。人間の個性に

善なる個性と悪なる個性があるという二元論であ

る。しかし、上記の例では、彼の個性を矯めて押え

込んだり、除去したわけではない。彼の個性は窃盗

時代と防犯協会時代とで、何ら変わっていない。彼

の個性とは「戸締りに詳しい」であり、その個性が

防犯に活用出来たわけである。

彼を防犯協会の顧問に採用した担当者はさほど鋭

い洞眼の持ち主であったのであろう。

⑷ 【経済】

無記：人の営み（城野先生流）

プラス面：世の中の進歩発展

マイナス面：不況、バブル発生、格差拡大
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高名な経済学者が、「バブルは人々の倫理レベルが低

下した時に発生する」と述べ、よく知られている。し

かし、【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± の式から、これは当たり

前の原因として導き出される。大先生のお言葉を待つ

までもない。

⑸ インターネット

無記：（仮）全世界をつなぐ高速通信網

プラス面：人々の生活を便利に、楽しく

マイナス面：ハッキング、フィッシング詐欺、

身代金詐欺、出会系サイト、サイバー攻撃

グーグル、Fb、ツイッター、LINE、インスタグラムな

どを世界中の人々が便利に利用し、役立っている。し

かし、一方上記のマイナス面も大きく、身近に一般の

人々の脅威にもなってきている。

楽しいことや、便利なサービスを提供しようとしてビ

ジネスを考えることや、活用することは前向き発想だ

から容易である。しかし、マイナス面はネガティブな

イメージであるため暗く、オモシロクナイと感ずるの

ではないか。しかし、これは大いなるビジネスチャン

スになり得る。この世に悪がある限り、必ずインター

ネットで悪事を働くやからが出現する。であるなら、

何か新しい世の中を大きく動かすような技術やサー

ビスが出現した場合、マイナス面を抑制するビジネス

が絶対必要になる。米国には巨大なセキュリティー会

社が多数存在する。また、サイバー攻撃を監視する仕

事に就く技能者は高級が約束されていると聞く。

このように世の中を観れば、「無記」的思考はビジネ

スシーンでも活用出来るものと考えられる。

３.将来の大きな課題「ＡＩ」

無記：人工の脳

ＡＩは人類が今だかって経験したことがない、ある意

味人類の存亡に関わる重大問題ではないかと考えま

す。

情判的に言えば、プラス面を主流とし、マイナス面を

支流とする最低限のプログラム—例えば、「ＡＩは人間

を絶対攻撃しない」のインストールを義務化するなど

が必要でしょう。

４.心の制御が大切

【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± の式から、【Ⅿ】に係る人間の

心のあり方が重要であることが理解されます、

森さん曰く、「最も重要なのは心を磨き、精神性を高

め、欲望を抑えなければならない」。--これが一番難

しい。

５.無記の応用

⑴西堀栄三郎さんが南極越冬隊長だった時、越冬用の

燃料を貯蔵タンクへ送るパイプがなかった時、パイプ

の無記：「液体が漏れない長いもの」と考え、布を巻

いてこれに水を掛け凍らせてパイプにすることで無

事燃料をタンクへ移すことができた。

無記思考は、本質が見え、思い込みや固定観念を排

除して、新たな観点に立つことが可能となる。

悪を善に転用する発想にも気づき易くなる。

⑵国家の発展

無記：（仮）国家経営

プラス面：国の発展、国民が幸せに

マイナス面：独裁国家、国民が辛い生活

赤道直下で一年中非常に暑く、国土は淡路島ほど、

ほとんどは小さな漁村、そして国民の教育レベルも

それほど高くない――それがシンガポールだった。

しかし、今や一人当たりのＧＤＰは日本を上回って

おり、世界の経済成長率でも上位にランクされてい

ます。ここまで、この国を発展させた指導者、リー

ダーは、リー・クアンユー氏でした。

彼は徹底した自由経済を行い、世界中から有能な人

材と資金を集め、それを国家目標である金融や観光、

そして先端分野への投資に回し、貧しかった国家を

ここまで立派に成長させました。

日本人はシンガポール人より程度が低いのでしょ

うか。台湾で会社を経営した経験から、そのような

ことは絶対にありません。台湾でいろいろな経営者

と会ったり、企業を見たりして感じたのは、日本の

経営者のレベルが、世界のそれに達していないと思

われてなりません。口ぐせで、「日本は経営者不況」

とつい言ってしまいます。国家についても同じで、

リー・クアンユーのようなリーダーさえ出れば、平

均的に高いレベルにある日本人がシンガポールに

負ける理由がありません。ノーベル賞受賞者もこれ

だけ出ているのですから。

改めて、【Ⅿ＝国家】Ⅹ【ｈ＝トップリーダー】＝±

の式を見てしまいます。

６. 【Ⅿ】Ⅹ【ｈ】＝± を考察して

自然は無記そのもの

仮に、人類が地球に存在していなければ災害という

言葉もありえない。

見方によっては、地上に善悪をもたらす人類は、地

球の異物ではないのか。例えば、化学物質による汚

染や、半減期が７億年と言われるウラン２３５など

の核廃棄物を生み出し続けている。

７.今後について

表題の式の応用例を集め、更に精度を高めて進化さ

せていきたいと思います。

                   以上
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例会予定

2018年

１月１１日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 未定

場所  ： 港区商工会館

担当  ： 未定

２月８日 木曜日  18;30 ～ 21;00
テーマ ： 未定

場所  ： 港区商工会館

担当  ： 未定

開催場所：港区商工会館

港区商工会館へのご案内地図

東京都港区海岸1-4-28  TEL03-3433-0862
ゆりかもめ竹芝駅より徒歩６分、
ＪＲ浜松町駅北口から徒歩およそ７分 、
都営地下鉄浅草線・大江戸線大門駅B２出口からおよ
そ徒歩10分

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
※ 会誌発送は、E-mail です。

※ 年会費はありません。

※ 「じょうはん」発送のお申込は、

E-mail： info@iki2life.com
まで、Mailでご連絡下さい。

※ 興味のありそうな方にも積極的に転送してあ

げて下さい。

※ ホームページもご確認下さい。

   http://www.jouhan.com
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<

編集後記

森政弘先生から科学者としての生き様を学ばせ

ていただきました。まだ不充分なのでさらに勉強さ

せていただくことといたしました。

皆様の積極的な参画を期待申し上げます。(古川)


